
令和5年1月20日
○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

3

Ｃ

Ｄ

４：
８０％
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：
９０％
以上

Ｄ

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

１：
７０％
未満

B

・体力向上や健康増進に向けて、
食育を軸とした「早寝・早起き・朝
ごはん」の取組を行った。今年度
は更に充実させるため、栄養士や
養護教諭と生徒会（保健委員会）
が連携し、生徒への啓発やコン
クールを行った。
・体育の授業においては、昨年に
続き授業開始時の５分間走や体
力増強運動、海浜公園での長距
離走を実施し体力向上を図った。
また、マラソン大会では、校長や
保護者との全校朝練習を実施し、
意識を高めた。
・部活動では「バスケットボール
部」「ソフトテニス部」が入賞し、
「バスケットボール部は、都大会
出場を果たした。

0

〇生徒、保護者、
教職員アンケート
による教育環境に
関連する項目で
の、肯定的な回答
の割合

〇生徒、保護者、
教職員アンケート
による健康や体力
に関連する項目で
の、肯定的な回答
の割合

Ａ

0

〇生徒、保護者、
教職員アンケート
による学習に関連
する項目での、肯
定的な回答の割合

0

0

7

Ｂ

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

４：
９０％
以上

４：
８０％
以上

３：
７０％
以上

２：
６０％
以上

〇生徒、保護者、
教職員アンケート
による教育環境に
関連する項目で
の、肯定的な回答
の割合

目標に対する成果指標

２：
７０％
以上

４：
９０％
以上

0

3

0

0

10

0

学校関係者記入欄

7

3

令和５年度　大田区立大森東中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

〇生徒、保護者、
教職員アンケート
による学校生活や
その満足度に関連
する項目での、肯
定的な回答の割合

成果
評価

9

1

地域教育連絡協議会において、児童・
生徒の変容等の具体的な資料を作成
して、評価に必要な学校の情報を適切
に提供し、適正な評価を受けるよう努
める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等
の基本情報、児童・生徒の活動情報等
をホームページ等で公開及び更新する
ことにより、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

・学校だより（月１回）、学年だより
（週１回）、図書だより（月１回）、
給食だより（月１回）、ＳＣだより
（学期１回）、学校ＨＰ（不定期）
等々の方法で情報を発信してき
た。また地域や地域教育連絡協
議員及び近隣関係諸機関に学校
便りを配布している。
・運動会や濱端合唱祭やマラソン
大会では、コロナ禍以前の実施を
踏まえて実施方法を工夫し、保護
者参観の機会をつくり、好評で
あった。
・地域教育連絡業議会では、委員
の増員や必置主任の参加を図
り、より有用な会を実施することが
できた。
・今年度は保護者及び地域の
方々の行事参観や学校公開が実
施できた。また、学校支援地域本
部の協力による検定を行った。更
に生徒会やボランティア部・吹奏
楽部が地域行事やボランティア活
動に参加する取組も行えた。

●４年ぶりの運動会に３年生のリーダー的姿がはっきり見えて
いた。１・２年生の成長が期待できる。
●地域教育連絡協議会においては、校長・副校長先生より学
校の取組がわかり、主任の先生から具体的な子供の姿を知
り、公開授業で子供達の成長を知ることができた。
●本校の学校だより（濱端だより）は秀逸だと思います。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

0

0

学校支援地域本部と連携するなどし
て、地域力を生かした特色ある教育活
動を実践する。

B

３：
７０％
以上

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

4

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

体育的行事、部活動、休み時間など
様々な機会を通して運動習慣の確立を
推進する。

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

１：
６０％
未満

4

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、
一人ひとりの学習のつまずきや学習方
法について、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生
活指導の充実により、社会のルールや
学校のきまりなどを守ろうとする意識を
高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェッ
ク）の結果よりストレス症状のみられる
児童・生徒に対して組織的に対応す
る。

3

2

4

4

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、い
じめの未然防止、早期発見等のための
取組を実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成
果を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内
研修等を実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の
授業改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校に
おける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を
通して、食生活の充実・改善をねらいと
した「食育」を推進する。

算数・数学到達度をステップ学習チェッ
クシートで児童・生徒、保護者に知らせ
る。

学習補助員等による算数・数学・英語
の補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生か
す。

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施
する。

道徳教育推進教師を講師とした研修
や、国、都及び区の資料を活用した授
業等を行う等道徳指導充実のための
取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組
等を通して、児童・生徒や保護者に対
し、望ましい生活習慣についての意識
啓発を行う。

●長い間の学力向上への思い、いつか花咲くのを期待してい
ます。
●アンケートの結果、家庭学習が一日１時間以下が５８％であ
る事の報告を受けました。また、授業の集中は８５％でしたの
で、引き続きの改善に向けての取組をお願いします。
●学習意欲の向上や確かな学力定着のために、生徒にとって
至れり尽くせりの取組がされていると思います。
●学習の習慣が身につくような施策を考えていただきたい。
（家庭学習１時間未満が５８％の結果を受けて）

・学習カルテや授業改善プランを
活用し、授業に生かすとともに、
年間２回の面談も含め、生徒・保
護者と学習における課題について
の共通理解を図った。
・夏季補習教室の他、放課後補習
を週４回実施し、個々の質問や勉
強の悩み等に対応した。放課後
補修では日により３０名弱の参加
があった。
・年６回、定期考査前に「土曜補
習」を実施し、学習の機会を提供
した。
・基礎学力の定着が不十分である
ことより、昨年度に続き基礎学力
の定着と達成感の醸成のため、
学期ごとの国数英のコンテストを
実施した。成績優秀で表彰される
生徒が多い。
・「校長との朝学習の会」を適時実
施し、学習の機会や場を設定し、
意欲の醸成を図った。

8

2

Ａ

Ｂ

0

Ｃ

Ｄ

１：
７０％
未満

●あいさつの声も大きく（子供達の）自信を感じます。
●アンケートの中で自己肯定感が少し改善されたこと、先生に
悩みを話せるかも７９％が８９％に改善されていたので、安心し
ました。一方、話せる友達がいるかの問いの数字が少し下がっ
た事が気になりました。
●場を盛り上げようとして、大声や奇声、突飛な行動を取る生
徒が見受けられる。これを不快に思う生徒も多いと考えるの
で、問題行動をとる生徒にカウンセリングをしてはどうか？
●不登校が増加している背景に、家庭の問題解決案と地域の
アドバイザーの連携が必要。

●校長自らマラソン（朝練）を企画するなど学校全体でとても熱
心に環境を作りをしている。
●先生方や保護者の協力も得て体力向上を目指していること
を理解しました。しかし、部活動への参加意欲の減少や体力向
上の努力が低下していることは心配です。心と身体の発達へ
の取組を次年度お願いします。また、SNSなどへの対応もお願
いします。
●部活動への参加率を改善する策を考えていただきたい。
●部活動は向上していますが、常に一部のスポーツのみ入賞
している傾向とみる。顧問変更が必要。

●タブレット導入など先生方の研修が拡充されることを求めま
す。また、部活の外部指導化や教師の負担軽減など社会問題
になる中で、先生方の働きやすい環境について改善が計られ
るとよい思います。その上で地域住民の関わり、協力も重要だ
と思います。

4

3

4

4

4

4

4

4

4

・小学校との情報交換を密にと
り、生徒が抱える諸問題への対応
を図るとともに、早期発見・早期対
応を念頭に、ＳＣの１年生全員面
接やＳＣとの連携を密に行った。
また、ハイパーＱＵ調査や学校生
活調査、いじめ調査をもとに面談
を行う等、全校体制で対応した。
・年間指導計画に基づいた全クラ
スで道徳の授業を実施し、道徳授
業の充実を図った。また、タブッレ
トを用いての発言や意見交換など
を行う道徳授業も行っている。
・毎週の生活指導部会の実施に
よる情報共有と組織的な対応を
図った。また、昨年度から校内委
員会を毎週実施し、今年度はSC
やSR巡回教員もメンバーに含め、
特別な支援が必要な生徒の情報
共有や対応の検討を行った。
・スクールカウンセラーが週３日勤
務し、不登校生徒の対応や別室
登校への支援を行うとともに、教
育相談も行っている。別室登校に
おいては、不登校支援員を常時
（毎日午前中）配置し、リモートで
の授業参加や各教科の補習を支
援している。

4

4

4

・主幹教諭が主任教諭に、主任教
諭が若手教員に、研修だけでなく
ＯＪＴを通して、学習・生活の指導
力の育成向上に努めた。
・今年度の校内研修のテーマを
「主体的・対話的で深い学びを実
践する授業改善」とし、大学教授
を招聘した年３回の研究授業を実
施した。また、「ＩＣＴを活用した指
導方法の工夫」「アレルギー対応」
を内容とした校内研修を実施し
た。さらに今年度も教員に対して
の全授業公開を打ち出し、ＯＪＴの
充実を図っている。
・今年度は通常の校外研修がで
きたが、本校の課題である、基礎
学力の定着と学力向上を図るた
め、更なる充実した研修を工夫し
ていく。
・上記の通り、校内委員会を毎週
実施し、特別な支援が必要な生
徒の情報共有や対応の検討を
行った。

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

１：
７０％
未満

4

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、
外国の方々とのコミュニケーション能力
の育成等を図っている。

3

〇生徒、保護者、
教職員アンケート
によるコミュニケー
ションや社会の変
化に対応する力に
関連する項目で
の、肯定的な回答
の割合

４：
９０％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指
し、ＩＣＴ機器を活用した授業を実施す
る。
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他者の人権を尊重する人権教育の推
進を目指し、人権教育資料等を活用し
た授業を実施する。
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●子供達はとても元気で明るい。
●ＩＣＴが進歩していく中、先生方の努力が見え、時代の流れに
ついていってることを感じます。
●マラソン大会に真剣に取り組んで続けていることが、大変う
れしいです。
●薬物事件で芸能人が捕まったり、昨年は大学生とくに運動
部員による麻薬保持で、広まっていることが誰でもわかるよう
になった。今、中２でしっかり「怖さ」と「危険」を教え、防止を
図っていました。
●各項目についてアンケート結果に基づいての説明があり、理
解できました。アスリートを招いての人権教育を参観させてい
ただきましたが、心に残る授業でした。コロナ禍の中で、体力向
上の努力を感じられた。
●ＣｈａｔＧＰＴなどのAIの使い方などついても考えていただきた
い。

論理的、科学的な思考力の育成を目
指し、「おおたのものづくり」を生かした
体験活動や理数授業等を実施する。
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３：
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以上

Ｂ 2

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全
体計画を作成し、計画に基づいた体育
指導や「一校一取組」運動や「一学級
一実践」運動を実践する。
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Ｄ 0
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・英語授業のアクティビティでALT
を効果的に活用している。時数の
制限もあるが、「英語カフェ」等で
ALT活用を工夫し、身近に英語に
触れさせる取組を図っていく。
・ＩＣＴ機器をほとんど全員の教員
が活用して「分かる授業」を目指し
て取り組んでいる。また、リモート
学習を含めたタブレットの効果的
な活用に関する研修会を実施して
いる。
・人権教育をも含めた「居心地の
よい学校」を掲げ、道徳授業地区
公開講座において、全校で人権
にかかわる道徳授業と講演を実
施した。
・「セーフティ教室」は土曜授業に
合わせ、ＳＮＳや薬物乱用防止に
ついて行い、保護者の参観も図っ
た。発達段階に応じて、各学年毎
に専門機関から講師を招聘して、
生徒への啓発を行った。
・体力向上を目指し、保健体育で
は毎授業開始の５分を補強運動
にあてた。また「一校一取組」運動
として、伝統あるマラソン大会を位
置づけ、今年度も実施した。
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